
 
 
 
 
 
 
 
 
1. はじめに 

高温超電導線材用の純Ni配向基板では、高配向度が得ら
れ、その上に成膜されたYBCO超電導膜で77K、0TでのJc
として 1 MA/cm2 を超える値が得られている。しかし、純
Ni基板では実用に際して強度と磁性に対して問題があり、
その解決策として我々はNi合金やクラッドﾞ材を用いた高
強度弱磁性基板の開発を行っている。ここでは、これら基

板の諸特性と長尺化の検討結果を報告する。 
 
２．実験方法 
 基板素材としては Ni合金と、Ni/Ni合金のクラッド材を
用いた。原料ロッドを圧延加工したテープに還元雰囲気で

再結晶熱処理（配向処理）を施し、配向基板テープを得た。

評価としては常温引張試験、表面粗さ測定（触針式と

AFM）、XRD測定(極点図)、77K&0.1Tの交流磁化測定を行
った。 
 
３．結果と考察 
 表１に純Ni、Ni合金、Ni/Ni合金クラッド基板について短
尺材の特性評価の結果をまとめて示す。クラッド材の強度

はσ0.2%=1.15GPaとなり、合金と比べて大きな改善が図ら
れた。またクラッド材の飽和磁化は純Niの約1/2、合金では
約1/4であった。純Niとクラッドの配向材の表面粗さは圧延
材とほとんど変化しないが、合金材では増加する傾向にあ

る。表１には55m長クラッド基板の結果も示すが、短尺と
ほぼ同様な表面粗さと配向度が得られた。 
 図１には55m長のクラッド配向基板テープの外観を、図
２には表面粗さ(AFM)と結晶配向度の長さ方向の変化を示
す。表面粗さRa=3nm～4nm、配向度ΔΦ=8°～9°と55m
長にわたり均一な特性が得られた。 
このようにクラッド材はNi合金よりも高強度弱磁性がバ
ランス良く実現でき、長尺特性も安定しおり、より実用的

なＹ系線材の金属基板として有望であると考えられる。 
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表１ 各種基板の諸特性 

図２ 55m長のクラッド基板の表面粗さと配向性

図１ 55m長のクラッド配向基板テープの外観

Ra (nm )-触 針式 14 13
ΔΦ (° ) * 6 .9
σ 0.2% (G P a ) @RT 0 .9 5 0 .0 4
M (T )　@ 77K& 0 .1T 0 .5 1 -
Ra (nm )-触 針式 20 50
ΔΦ (° ) * 8
σ 0.2% (G P a ) @RT 1 .7 8 0 .2 2
M (T )　@ 77K& 0 .1T 0 .1 5 -
Ra (nm )-触 針式 9 11
ΔΦ (° ) * 9 .5
σ 0.2% (G P a ) @RT 1 .4 1 1 .1 5
M (T )　@ 77K& 0 .1T 0 .3 1 -
Ra (nm )-触 針式 18 17～ 21
Ra(nm )-A FM 3～ 4
ΔΦ (° ) * 8～ 9
σ 0.2% (G P a ) @RT - -
M (T )　@ 77K& 0 .1T - -
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